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堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
の

生
産
拡
大
は

問　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
３

年
度
の
実
績
は
。

答　
受
け
入
れ
が
２
︐６

７
４
ｔ
、
販
売
１
︐７
０

４
ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

問　

売
れ
残
り
は
な
い

か
。

答　
秋
に
受
け
入
れ
を
行

い
、春
か
ら
販
売
す
る
が
、

残
っ
た
も
の
は
翌
年
度
売

る
こ
と
に
な
る
。

問　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
最

大
基
準
量
は
。

答　
生
産
は
年
間
４
︐０

０
０
ｔ
。

問　
受
け
入
れ
堆
肥
が
少

な
い
か
ら
基
準
量
に
満
た

な
い
の
か
。

答　
畜
産
農
家
が
減
っ
て

い
る
の
で
受
け
入
れ
は
少

な
く
な
り
、
販
売
量
も
減

少
す
る
。

問　
肥
料
の
高
騰
が
農
家

の
打
撃
と
な
っ
て
い
る
。

受
け
入
れ
数
を
増
や
す
対

策
は
し
て
い
る
か
。

答　
受
け
入
れ
料
金
は
１

ｔ
当
た
り
９
９
０
円
で
、

15
戸
の
農
家
か
ら
受
け
入

れ
を
行
い
、
７
６
３
件
販

売
し
て
い
る
。

問　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
処

理
量
を
最
大
限
に
し
て
販

売
量
も
増
や
し
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
。

答　
今
協
議
中
だ
が
、
各

地
区
の
土
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
等
連
携
し
な
が
ら
生
産

量
を
増
や
し
て
い
く
。

遠
野
が
考
え
る

馬
事
振
興
と
は

問　
令
和
３
年
度
の
馬
の

生
産
頭
数
が
、
18
頭
の
目

標
に
対
し
て
28
頭
。
生
産

者
の
高
齢
化
等
の
課
題
が

改
善
さ
れ
た
結
果
に
よ
る

も
の
か
。

答　
乗
用
馬
の
生
産
状
況

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
農

用
馬
の
生
産
頭
数
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
農

用
馬
の
生
産
は
、
若
い
生

産
者
も
お
り
元
気
が
良
く

な
っ
て
き
た
。

問　
乗
用
馬
市
場
で
は
、

１
歳
馬
で
売
り
た
い
が
売

れ
な
い
現
状
が
あ
る
た

め
、
２
~
３
年
間
、
調
教

を
し
て
付
加
価
値
を
つ
け

て
売
り
た
い
が
、
そ
の
間

は
売
上
が
入
ら
な
い
。
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
育
成
調
教
す
る
期
間

の
経
費
が
、
セ
リ
で
の
販

売
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
実
態
が
あ
る
。
販
売

先
で
あ
る
各
乗
馬
ク
ラ
ブ

で
は
、
馬
が
飽
和
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
乗
用
馬
市

場
で
の
需
要
も
見
通
せ
な

い
現
状
で
あ
る
。

問　
馬
事
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

で
目
指
す
姿
が
わ
か
り
に

く
い
。
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答　
競
走
馬
部
門
で
の
収

益
を
、
乗
用
馬
育
成
、
ホ

ー
ス
パ
ー
ク
部
門
に
充
て

て
い
く
構
造
だ
っ
た
が
、

大
き
く
崩
れ
て
い
る
。
生

産
育
成
す
る
馬
に
つ
い
て

も
、
競
技
馬
か
レ
ジ
ャ
ー

ホ
ー
ス
か
、
乗
用
馬
か
農

用
馬
か
と
考
え
に
違
い
が

あ
る
。
馬
の
里
は
何
の
為

の
施
設
な
の
か
、
生
産
者

が
何
を
望
む
の
か
、
初
心

に
立
ち
返
り
、
民
間
の
理

事
長
も
入
れ
て
真
摯
に
議

論
を
進
め
て
い
く
。

除
排
雪
の
対
応
に

つ
い
て

問　
除
雪
が
遅
い
と
の
市

民
の
声
、
委
託
し
て
い
る

業
者
の
数
は
。

答　

土
木
業
者
の
数
が

年
々
減
っ
て
お
り
現
在
17

社
に
対
応
い
た
だ
い
て
い

る
。

問　
事
業
の
縮
小
が
や
む

を
得
な
く
な
り
、
除
雪
作

業
が
で
き
な
い
会
社
が
あ

る
と
聞
く
が
。

答　
１
社
か
ら
除
雪
に
従

事
で
き
な
く
な
っ
た
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
。

問　
除
雪
業
者
が
減
る
こ

と
は
、
他
の
業
者
が
そ
の

路
線
ま
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
る
、
遅
れ
の
心
配
は

な
い
か
。

答　
事
業
者
と
連
携
し
な

が
ら
、
き
っ
ち
り
対
応
し

た
い
。

問　
公
共
工
事
等
が
減
少

し
て
い
る
現
実
は
、
会
社

経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

自
社
で
除
雪
機
械
を
保
有

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
は

問　
今
ま
で
ト
ラ
ブ
ル
は

な
か
っ
た
か
。

答　
８
月
末
現
在
、
32
・

４
％
の
普
及
率
で
あ
る
が

ト
ラ
ブ
ル
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
作
成
に
つ
い
て
。

答　
今
ま
で
市
内
各
地
区

セ
ン
タ
ー
、
と
ぴ
あ
庁
舎

な
ど
で「
出
張
サ
ポ
ー
ト
」

を
行
っ
た
。
今
後
も
カ
ー

ド
交
付
に
関
す
る
こ
と

は
、
と
ぴ
あ
庁
舎
の
総
務

課
、
市
民
課
で
手
続
き
を

支
援
し
て
い
る
。

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

請
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い
方
は
、
と
ぴ
あ
庁
舎

の
市
総
務
課
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
窓

口
）
で
手
続
き
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

問　
個
人
情
報
の
持
ち
出

し
や
漏
洩
な
ど
安
全
性
に

つ
い
て
。

答　
個
人
情
報
を
見
る
に

は
暗
証
番
号
が
必
要
。
二

重
三
重
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

が
か
か
っ
て
い
て
抜
き
出

す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。

問　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

使
い
方
は
。

答　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
サ
ー
ビ
ス
（
電
子
マ
ネ

ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
）
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
ス
ー
パ
ー
や
薬
局
、
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
利
用
で
き

る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

基
礎
情
報

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）

　

国
民
一
人
一
つ
割
り
振

ら
れ
た
12
桁
の
番
号
を
使

っ
て
国
民
の
暮
ら
し
の
利

便
性
を
高
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
も
の
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

　

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
の
カ

ー
ド
で
、
顔
写
真
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
、
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
な
ど
が
表
示
さ

れ
る
。

◆
現
在
の
主
な
用
途

１
．
本
人
確
認
書
類

２
．
健
康
保
険
証
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
対
応
医
療

機
関
、
薬
局
は
順
次

拡
大
中
）

３
．「
公
金
受
取
口
座
」

登
録
で
給
付
金
な
ど

の
受
け
取
り
手
続
き

が
省
略
で
き
る
。

４
．※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
が

利
用
で
き
る

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は

　

カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
通
信

機
器
を
使
う
こ
と
で
子
育
て
や

介
護
な
ど
の
行
政
手
続
き
の
検

索
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。

決
算
特
別
委
員
会
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決
算
特
別
委
員
会（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で
構
成
、

委
員
長
瀧
本
孝
一
議
員
、副
委
員
長
小
林
立
栄
議
員
）
は
、

決
算
８
件
に
つ
い
て
付
託
を
受
け
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
度
の
事
業
成
果
等
に
つ
い

て
活
発
な
質
疑
答
弁
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全

８
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

マイナンバー制度
３つの目的

行政の
効率化

公正・
公平な
社会の実現

国民の
利便性の
向上

生産拡大が期待される堆肥センター

乗用馬市場の様子


